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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成 20 年５月１日の決算発表時に公表した平成 21 年３月期第２四半期累計期間の業

績予想および通期業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1． 平成 21 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間 連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～

平成 20 年 9 月 30 日） 

  

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想(A)  

百万円

7,000

百万円

100

百万円

△200

百万円 

100 

円銭

2.84

今回修正予想(B) 6,284 △524 △581 △388 △7.37

増減額（B－A） △716 △624 △381 △488 ―

増減率（％） △10.2％ ― △190.5％ ― ―

（参考）前第２四半期実績 

（平成20年3月期第2四半期） 7,004 203

 

176

 

△35 

 

△1.00

 

2． 平成 21 年 3 月期通期 連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

  

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A)  

百万円

14,000

百万円

650

百万円

250

百万円 

800 

円銭

22.72

今回修正予想(B) 12,000 △100 △450 0 0.00

増減額（B－A） △2,000 △750 △700 △800 ―

増減率（％） △14.3% ― ― ― ―

（参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 13,851 296 240

 

△799 △22.71

 



3． 平成 21 年３月期通期 個別業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

  

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A)  百万円

7,000

百万円

600

百万円

500

百万円 

550 

円銭

17.04

今回修正予想(B) 6,000 500 400 250 4.50

増減額（B－A） △1,000 △100 △100 △300 ―

増減率（％） △14.3% △16.7% △20.0% △54.5% ―

（参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 8,011 507 403

 

△1,528 △43.41

 

4． 修正の理由 

 

【連結】 

 

＜第２四半期累計期間＞ 

売上高につきましては、ネットワーク営業部門の売上が伸びなかったことや、コンテンツ

サービス部門において、映画配給事業の売上が予想を下回ったこと等により、前回発表の業

績予想を下回る見通しとなりました。 

営業利益につきましては、G クラスタ・グローバル株式会社（以下、GCG）が第２四半期

まで連結されたことが主な要因となり、前回発表の業績予想を下回り、営業損失を計上する

見通しとなりました。 

経常利益につきましては、上記営業損失の計上により、前回発表の業績予想を下回る見通

しとなりました。 

四半期純利益につきましては、上記営業損失及び経常損失の拡大要因に加え、GCG の増資

に伴うみなし売却益が計上されなかったこと等の影響で、前回発表の業績予想を下回る見通

しとなりました。 

 

＜通期＞ 

売上高につきましては、第２四半期累計期間において予想を下回ったことに加え、第３四

半期以降に各部門の減収が予想されること等により、前回発表の業績予想を下回る見通しと

なりました。 

営業利益につきましては、第３四半期以降は GCG が連結子会社から外れることもあり、各

部門が利益を計上できる見通しですが、上記減収に加え、ブロードバンド配信事業が当初予

想より伸びないこと等から、第２四半期までの損失を補い切れず、前回発表の業績予想を下

回り営業損失を計上する見通しとなりました。 

経常利益につきましても、営業利益同様に、第３四半期以降は利益を計上できる見通しで

すが、第２四半期までの損失を補い切れず、前回発表の業績予想を下回り経常損失を計上す

る見通しとなりました。 

当期純利益につきましては、上記営業利益及び経常利益の減益要因に加え、当社の GCG 株

式の持分低下に伴うみなし売却益の低減が予想されるため、前回発表の業績予想を下回る見

通しとなりました。 



 

【個別】 

 

＜通期＞ 

 

決算開示制度の変更により、個別財務諸表は期末（通期）のみ開示することを予定してお

ります。当社は前期の決算発表時に個別業績予想を発表しておりますので、これにつきまし

ても通期予想の修正をお知らせいたします。 

 

売上高につきましては、各部門の減収が予想されること等により、前回発表の業績予想を

下回る見通しとなりました 

営業利益及び経常利益につきましては、上記減収が主な要因となり、前回発表の業績予想

を下回る見通しとなりました。 

当期純利益につきましては、上記営業利益及び経常利益の減益要因に加え、GCG 株式の売

却益等を保守的に見直した結果、前回発表の業績予想を下回る見通しとなりました。 

 

以 上 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので 

あり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

  特に、下記要因により業績が大幅に変動する可能性があります。 

  ・映画配給事業の売上が予想と異なる場合 

  ・GCG の資本政策の推移 

  ・保有する投資有価証券の評価額の変動 

 

 

 

〈本件に関するお問い合わせ先〉 

ブロードメディア株式会社 ＩＲ担当 TEL. 03－6439－3983 


